
全数届出の見直しに伴う福島県の対応

✅ 全数届出の見直しを「令和４年９月２６日（月）」開始
➢ 省令改正（全国一律による見直し）

✅ 医療機関から提出される「発生届の対象者の限定」
➢ 重症化リスクのある方などの４類型に限定

✅ 発生届出の有無に関わらず、陽性者には「療養期間中の外出自粛」
濃厚接触者には「決められた期間の自宅待機」をお願い
➢ 法律（感染症法第４４条の３）に従い、外出自粛をお願いいたします。
➢ 療養期間中は、外出を控え、人との接触を避けていただくようお願いいたします。

✅ 発生届の有無に関わらず、「体調悪化時の相談体制」「支援体制」を継続
➢ フォローアップセンター、診断を受けた医療機関、かかりつけ医による相談対応
➢ 宿泊療養・生活支援・健康相談等、必要な支援は継続
➢ 発生届対象外の方で、支援を必要とする方の情報については、本人等の申し出（陽性であること

が推定される書類などを含む）等により把握

✅ 「陽性者数の把握・公表方法の変更」
➢ HER-SYSのシステム改修により、医療機関毎に年代別総数を簡易に報告
➢ 医療機関所在地を管轄する保健所別陽性者数の公表へ変更

見直しのポイント
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❶65歳以上の方 ❷入院を要する方
❸重症化リスクがあり、コロナ治療薬の投与又は酸素投与が必要な方 ❹妊婦の方
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福島県新型コロナウイルス感染症
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患者支援の流れ

医師による陽性診断
保健所

・発生届受理
（発生届対象者）

・積極的疫学調査実施
（高齢者施設、病院等）

・療養先調整
（入院・宿泊・自宅）

福島県フォローアップセンター
（２４時間対応）

１ 健康相談
２ 宿泊療養の相談
３ 生活支援物資の相談
４ その他一般相談
５ 自宅療養者健康観察（発生届対象者）

医療機関
（重症化リスク
の高い方など）

陽性者登録センター
（軽症かつ

重症化リスク低い）

診
断

○発生届対象のみ連絡

※①65歳以上の方
②入院を要する方
③重症化リスクがあり、コロナ治療薬
の投与又は酸素投与が必要な方

④妊婦の方

連
携

療養中
の相談

受
診
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自
己

※基本的に、発生届対象以外の方への
保健所からの連絡はありません。

診断した陽性者数の報告
（HER-SYS）

支援

医療機関・訪問看護
ステーション等支援

市町村等協力

検
査

発生届※
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感染が疑われる方 陽性者

決められた療養期間
は外出自粛



自宅療養

「フォローアップ
センター」

0120-897-089
自宅療養中に体調が悪化

した場合や体調に不安が
ある場合、その他療養中
の相談窓口。
（24時間対応）

○症状悪化の健康相談

〇宿泊療養の相談

○生活支援物資の相談

○その他一般相談

〇自宅療養者健康観察

（発生届対象者）

保健所

全数届出の見直しに伴う福島県の対応 －陽性者の流れ－

「検査キット
配布
センター」

重症化リスク
が低い有症状
者や濃厚接触
者を対象に抗
原定性検キッ
トを配布

発生届出
対象

（重症化
リスク※）

「陽性者
登録センター」

軽症で・重症化
リスクのない方
がオンラインで
陽性診断を受ける
※薬の処方は不可

入院療養

医療機関
（かかりつけ医）

自
費
購
入

「受診・相談センター」
0120-567-747

○発熱など症状がある方で
受診を希望する方

○どこに相談して良いか
分からない方

・発生届受理
・積極的疫学
調査実施

※①65歳以上の方
②入院を要する方
③重症化リスクがあり、
コロナ治療薬の投与又は
酸素投与が必要な方

④妊婦

無料
検査

感染を不
安に感じ
る無症状
者が薬局
等で検査

感染が疑われる方

自己検査等で陽性
（軽症かつ重症化リスク低い）

重症化リスクがあるなど症状に不安
のある方

登録
申請

受診

○登録
○登録メール送信

○診断
○療養案内
（チラシ配布）

相談 案内

宿泊療養

発生届出
対象外

療
養
先
調
整

症状等出現 陽性判明 療養調整 療養期間 療養終了

◎医師による陽性診断

健康観察

情報共有（症状悪化など）

必
要
に
応
じ
て
相
談

発生届対象外の陽性者の方で、後日、症状が悪化し入院が必要となった場合には、発生届の対象となる。

受診・処方相談（療養者から）

申込

「一般相談（コールセンター）」
0120-567-177

県の対策・予防方法等
一般的なお問い合わせ

自宅療養

宿泊療養調整

○保健所等から本人
へ連絡はなし。

○決められた療養
期間の外出自粛
を要請。

配布
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➢ 発生届の提出
①65歳以上の方
②入院を要する方
③重症化リスクがあり、
コロナ治療薬の投与又は酸素投与が必要な方

④妊婦の方

👉 医師が新型コロナウイルス感染症により死亡した患者を検案した場合には、全数が発生届
の対象となります。

👉 発生届対象外の陽性者の方で、後日、症状が悪化し、入院が必要となった場合には、
発生届の対象となります。

👉 対象が重症化リスクの高い者に限定されることに伴い、発生届の簡略化は行いません。

➢ 陽性者数の報告
・診断した陽性者総数を１日１回を報告する。

・方法 HER-SYSを利用し、医療機関で入力（１日１回）する。

（HER-SYSが利用できない場合のみ、FAXを管轄保健所に送付）

・内容 発生届の有無に関わらず、年代別総数を報告する。

➢ 陽性者数の公表（県コロナ本部が一日１回集計）
①県内全域の陽性者総数
②管轄保健所別（医療機関所在地）と陽性者登録センターの陽性者数
※ 市町村別の集計はできません。

医療機関の対応
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※コロナ治療薬
１ ロナプリーブ（カシリビマブ・イムデビマブ）
２ ステロイド薬
３ ゼビュディ（ソトロビマブ）
４ トシリズマブ
５ パキロビッド（ニルマトレルビル・リトナビル）
６ バリシチニブ
７ ラゲブリオ（モルヌピラビル）
８ ベクルリー（レムデシビル）

全数届出の見直しに伴う福島県の対応


